
説捕用土のうとし

ロスバッグの特性

1.はじめに

ポリエチレンクロスパッグ(ポリエチレンの糸で編

んだ袋で麻袋大のもの，以後ポリバッグという〉は従

来の麻袋に替わるものとして開発されたもので，その

用途は穀較立号沿め漁，砂糖，または化学肥料その他
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いは線送用として広く用いられ

の改修士号事，あるいは水災時にお

、て使われ始めている。

このぷジハ;〆をオ:のうとして使用する場合. ¥， 、か

なる特注を兼ね備えぺにいるか，重責，強度，保管等の

諸特性について，従来土のうとして用いた麻袋と比較

試験を行なったので，その結果を報告する。

2. 試験試料

O 現用麻袋 CA) 縦，横とも一本で網状に織った

4授

O 写持続、!ふく

O ボワハ

横 2本で織った袋

チレン製の袋

項目

(1) 

(2) 

(3) 積み土のう摩擦度比較試験

(4) 引張強さ比較試験

(5) 老化試験

4. 試 験方法

(1) 雪景蛇事をき攻勢、

1安建よりのi五点投了状態別に測定する。

O 車窓械が:約:字詰滋，者滋ぬもの

O おj問状態:水に後液した後2分間水きりをしたも

4ち

(2) 

l袋.ヰ訟の裁和〉のjゾみを測定する。

(3) 積み土のう摩擦度比較試験

・第一究研室

リエチレ

山田捷

空袋を平面上に広げ回定し，同質土のう(重さ20

kg)を乗せ織目に対して縦および斜にヲ!l、た場合の摩

擦度(静止摩擦〉を乾燥土のうおよび湿潤土のうにつ

いて測定する。

O 乾燥土のう:常温，常湿袋のもの。湿潤二上のち;水に浸泊した袋のもの

(1)久江主主比較試験

ll'横目について状態別にり

る。

10仰

心 ~I悩速度;詰Ocm/min

O 試料の状態

生 :常温，常湿のもの

漫漬〈水) : 24時間浸mのもの

漫漬(硫酸)規定.24時間浸演のも

の

用済(苛性ソータ) : 1規定. 24時開療所のも

の

の強さを乾燥状態のもの/"! 

ヨ佃

2:ニ乙ザーメーターにかけ 108時国〈約半年間

の屋外曝露に相当〉運転し，試料の劣化を測定する。

5. 試験結果および考察

(1) 重量比較試験

水防用土のうとして使用する袋は，水災現場で有効

Y使用実れなぐてはならないが，平常時， *~気持今問

しJ 便利なことである。

くて吸水性の小さいものほと渋いよし

こおける重さは第 l表の り

パγ グ従来土のうに使用した麻公と比紋…よる

と，きわめて軽<.また麻袋凶と比較するとその重さは

乾燥状態では1/4程度，湿潤状態、では1/7程度である。
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しがあり繊維が圧縮に抵抗する

はよ q 】こ災 r注心の... C'， 必ずしも収納量がこの髭おいな

るとは限らないが保管上の目安になるものと思われ

る。

(3) 積み土のう摩擦度比較試験

水防工法では，土のうは安定堅固に強みよヴられな

ければならなし、，また土のう搬送にも持ちやすく容易

ければならなL
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いことが条件のひとつに怖山

予積み土のうがどの位のがゴ.

静止摩擦はどの伎である

mll定結果は第 4~突のとれ内
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袋(B)麻

燃は織られているた

減目には吸水しずら

グは麻袋に対して摩擦力

出土のうとも 1/3程度であと。

また，全Z:8泣i凶J..:(ふうは乾燥土のうに比べ20分極産

摩擦力が増加している。

繊維の摩擦力は水分リゲイン〈繊維の水分量).湿

度，または温度の影響をうける。

つまり摩擦係数はりゲインおよび湿度が増すにつれ

増加する。また温度は乾燥したものより，湿潤したも

をうける。結局摩擦係費立は s

とになる0

9 粘 9 湿土のうの摩擦力をみる伊

および湿潤時の水分リゲインを

主幹に倉庫等に保管されている

よびその土のう，めるいは積み土のうが雨，河JIIのぷ

等により湿潤されたときの摩擦力を測定したものであ

湿じ〉湯命できるだけ薄くて

〉

の

合、

ポリパッ

程度，麻袋(燃に対し

つまり倉庫等に袋

収納設に差が

利である。

しかし繊維〈袋〉には自体の持つ反発性，つまり集

緩みぷtl;'記長古米

麻

第

試

麻

麻

ポリ Z チレンクロスバッグ i
こ二にI反水率は第 2表のとおりとなり，高い方から

麻袋凶.麻袋(到，ポリパッグの11贋となる。

麻袋出)の吸水率が高い理由は，袋が網状十こ織られ繊

維はもちろん，織目の伺にも吸水しやすいためと思わ

れる。

麻袋倍)は，

め，繊維には淡水

いためと思われぶぬはは較的，。

またポリバッグ:立網状に減った片面をさらに薄いポ

リエチレン会圧線 ァ。わめてρ裂を自体はほとんど吸

水せず，表面に僅かな水が残る程度であり，湿潤状態

の重さは乾燥状態の1.5倍程度で吸水率はきわめて低

い，この結果袋の重さおよび吸水率は麻袋に比較しポ

リノ=ックは4、さい。

(2) 厚み比較試験

水防用器材比ざ尽に灼え常:土倉庫等に保管して

おかなけれμ

土のうに佼潟マ

かさばらなL、も

測定結果は

み (mm)

1. 42 

2.83 

0.32 

厚

竺」
(B) 

ポリエチ V ソヂロスパッグ

料

袋

袋

第語表

試

麻

，率潟凶bこ対しては 1/4

いう薄さである。

ここにおのずと

ヅグの方がその点有

( 24 ) 



ごついてもほぼ同じことがいえる。

横と{，じ太さの糸で強さも等 U う

このことじ

〈麻淡凶は縦，

る。

ポリバッグめ摩擦係数が小さいことは?合成滋維の

共通し土特徴であり，麻袋と比べると，土のうを搬巡

る際，手袋をゥけているとかなり持ちにくく，また 試料の~lil状態別強さ
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勺り強さであ

試験の

積み土のうの安定性も悪、しもであろ

(4) I張!泌さ比較試験

土のうに用レる袋のおさ一条件は，や

るo

323の縦目およ綴自につし、て行なった，

混j定結主義は第5表のとおり勺ある令
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第 5~長引さ試験結果

試 1Jf-J52ι
1-ーた 120， 

I受漬〈 ホ; 〉i

i献叫酸

制 lC苛性、ご〆f了一一
! 然 i

|横 I~~淡(水〉 l
! iU派硫 酸〉 i

|鰍弓こ竺]

l縦 tlur( '1: 斗一竺
I!受漬(硫 駿)I 2C 

侶)ι i漫漬c油ソーダ)i ・2

「二-'1---l25，~ 
!??を l <)(一)i 

受演(硫 酸)I 

ト竺と廿
i 穀r，I校泣〈 水 ) I一一-

I I主也竺 酸)I 

ぷリエチレン漫演(苛性ソーダ)I 15，2 

-1  ~弓

円(日二13，9

I-~~~硫酸) I 
3主演(苛性ソーダ I

麻袋仇)の

。
c、《

。
、、

麻

:':t. 
cl 

また水， fdL酸，た性ソーダに浸泌すると}麻袋の場

合変化がたきいが，ボリパ ι グはあまり変化がないべ

麻袋』よ水，硫酸，芳枠ゾ ω …タの順に明ぐな 1).持軍は

適度に*~と fけよと強さを増すが，浸演しぎると弱く

なる， またアノレカリにけしてれ温度に強さが失なれれ

るためである。

一般仁合成繊維は腐蝕，点、び，水の他酸，アルカリ

に対 Lてt沿い、と、!特徴があり，試験の結果ポリハ

ッ〆i-ついても，それがうかがえる。

しカ!し強さに変化をふせないというものの， ふじり強

さはいずれ:紙袋に対して劣り，苛性ソーダ!こ対する

稔烹た付が僅かにすくれでいる。

これは子. n平ノメj七較試験の結吹からもわかるとお

り緩く到し、ためであり，総綜の強さを表わ

般に用Lい、らtれl忍5子ナンテイ CTeれ品city).-よらな』り7れ

ばな、ろ3ない心

テブ0/テイは lデニノシ CDeni告r)に対する強

ラム数を止って荻わされる Cg/d)υ

ヤれ仁 Eりテナシティ山内を示すと第 6

である。

この諸県袋の強さとは逆に滋逃(糸〉臼体につI、て

は，ボリ八'.'/立麻去をの 2倍程度強い。

グ

議ヰ量a 、手掛L

横

スパッ

麻

ク

とおり
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第 6表 高齢校(糸〕の強さ

試 料 lデユル 似)強引げZ75イ

一 一一一

麻伽 3，吋 ω01 山
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老化試験

土のコ用袋は， もちろん経年変化の少〈与よしぐとが望

ましレタそこでウ ι ザーメーターによりとい年間の墨外

味付に相当する試験をア?ない，その強ざの袋:化につい

この結果第 7表のとおりでみ山

老化試験前後の袋の強さ
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第 7表 老化試殺を訟の袋の強さ

試ー←一一=，~声高?

| 縦 10.8
麻 袋凶卜一一一斗一一一一一

!横 |

|縦 114.1
麻 鋭治)II~-""'"""'i

! 横 10.1 

1 縦 15.6
ジバw チレンクロスパッグ i一ー一一一一

| 横 12.2

第3図 変化試験前後れ糸の強さの比較

叫
。
¥
酔
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園1
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¥よ

寝袋 lAI 麻 袋(51 it-，')l:十いおカてッア

さは老化試験前と比較し，麻袋同，J夜!R(B)と

も1/2程度に減じるポリベッグは僅かにとどま

る。

また繊維〈が) rl体の強さい第 8表のとおり

り，ポリパソダが最も強く，麻淡(却の 4倍程度，麻袋

倍)の 5倍程淡もある。

また老化ぷ験前止の変化率にく〉い℃比べると概略ポ

リパッグは 10%で最も/ト訪 <1 麻袋(B)が30%. 麻~凶

が509杉となる。

プグヲ試験の結果，ボ Mバッグは麻袋ょ ηずぞれてい
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試

合判 1， 8801 

麻 袋凶 i 丸刈 i仰 l

1.吋州
麻 制|…1詞一二.1可つ:568

2.叫 I叫鴻
!川51 3叫 2.809

〆リプアク i 叫 凶可つ 666

l 川 012.700 

( 

む を ? び

これらの試験結果かム e ポリパッグは持率絞に比較し

て，重盆および腰、水率が小さく g カみも薄い，また

水，硫酸，苛性ソーダの浸漬後も多老化試験後に

ても引張強さはあまり家、らず良好であ

しかし変らないというものの袋の駿さげ比較的む

く，これを土のうとして使渇した場合，流木その他の

外力により破られる恐れがなレ切でもない。

摩擦力が麻袋の 1/3程度と小さく，積み土の

号に安定安欠#やすい，補強のため杭など乞打ち込λ

でも，こ で耐えられるが問題である。

以上の結栄，今後ポリバッグを水防fflJ:のうとし℃

使る場合，格納， 保管などには便利であるが，実

用上は強さや摩鰐力からみて，安定性に問題点:残 o

この点が改良汚れるならばチ流用麻袋以上の効果がiあ

と思われる。
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